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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年11月25日(2010.11.25)

【公開番号】特開2009-96865(P2009-96865A)
【公開日】平成21年5月7日(2009.5.7)
【年通号数】公開・登録公報2009-018
【出願番号】特願2007-269034(P2007-269034)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  59/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  63/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  59/62     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  59/20    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  63/00    　　　Ｃ
   Ｃ０８Ｌ  83/04    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  59/62    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年10月13日(2010.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　本組成物には、作業性を向上させるために、溶剤を配合できる。このような溶剤として
は、キシレン、メチルイソブチルケトン、ジアセトンアルコール、ｎ－ブチルアセテート
、プロピレングリコールモノメチルエーテルが挙げられる。より好ましくは、２－エトキ
シエチルアセテート、２－ブトキシエチルアセテート、ジエチレングリコールモノエチル
エーテルアセテート、ジエチレングリコールモノブチルエーテルアセテート（＝酢酸カル
ビトール、カルビトールアセテート）、ジエチレングリコールエチルエーテルアセテート
、ジエチレングリコールブチルエーテルアセテートが例示される。このような溶剤の含有
量は限定されないが、本組成物の作業性が改善されることから、（Ａ）成分と（Ｂ）成分
の合計量１００質量部に対して１００質量部以下であることが好ましい。
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